
日本口承文芸学会会報

穿~ 4 6吾号 2010年2月発行

日本口承文芸学会

T150-8440 東京都渋谷区東4-10-28

園皐院大皐文学部花部英雄研究室

TEL 03-5466-0224~FAX 03-5466-0368 

E-mail kosyobungei@mail.goo.ne.jp 

放鷹文化J¥の誘し、

宇高田 ~ 

立命館大学の図書館には、西国寺文庫が収められて

おり、そのなかには三百点に及ぶ鷹書が含まれている。

ちなみに立命館は、明治の元勲、西園寺公望の私塾と

して開学、現在もこれを学祖と仰ぐ。その西園寺家は、

いわゆる繕(大臣・大将を輩出する家椀で、琵琶

および鷹法倣鷹のわざ)を家業とする公家で、あった。

しかも琵琶は勿論、鷹法もまた日本人の精神史を辿る

上で、注目すべき分野であり、われわれが専門とする

文学とも深くかかわる文化である。

それが立制官の図書館の奥底に眠ったままでは惜し

い。その代表的なものを選んで、翻該卜注釈して世に

紹介したいが、わたくじには、その徐裕も力量もない

ので、若い力を頼るしかない。たまたま中世の軍記物

語の研究で、博士論文を書き上げた二本払泰子君(現・

立命館大学非常勤5翻)に声をかけると、やってみま
しようということになり、これを大学の購読や演習の

なかで読み始めた。五年ほど前からのことである。し

かし、あまり研究の進んでいない分野でもあり、二本

松君ひとりでは、なかなか手強い。伝承文学研究会か

ら仲間を誘い、やがてわたくしの後任の中本大教授が

代表となって、小さな鷹書研究会が発足戸とりあえず

は、まもなぞ刊行予定の伝承文学注釈叢書の一冊に、

『西園寺家・鷹書』を収める準備を始める。が、その

融引こは、西園寺家蔵本以外の鷹書の探索が要求され

るが、それ以上に、その鷹法の実体の把握が必要不可

欠となる。中本樹受を代表とする鷹書研究会は、文部

科学省の科学研究費の助成を仰いで、今もその放鷹の

わざを継承する鷹匠の方々との協同作業が始められる。

その協同研究の試みとしての第一回の放鷹文化講演

会が、平成20年11月22日、かつては放鷹のメッ

カで、あった長野県の諏訪市で、開催された。テーマは〈諏

訪と庭訪守〉、主催は鷹書研究会、共催は諏訪市教育委員

会。第一部{午前〉は諏新練術保給(宗家-h
ご議善次郎氏の十余名による実演、青空に舞う鷹の勇

姿に、参加者の百五十名余の一般市民が喚声をあげる。

第二部(午後)は講演で、二百名を擁する会場・諏訪

市文化センターは、参加者の波にあふれでいる。まず

は歴史研究の中沢克明氏(長野高専准謝受)の「平安

の鷹、鎌倉の鷹、そして諏訪J、映像を使つての解説で、

一般市民にもよく理解の届く講演。次ははやく西園寺

家蔵本を手がける二本松泰子氏(立命館大学客員研究

員)の「諏訪流鷹書の伝承J、多くの鷹書のなかで、諏

訪流(祢控訴。の鞘数を明らめる地道な研究成果の紹

介、新見の数々が注目された。最後はわたくしの「諏

訪流鷹飼の始原J、当地での講演は平成7年以来のこと

で、その折の講演は「甲賀三郎伝説と諏訪信仰Jであ

ったが、今回はそれとも間接的にはつながるもの、そ

の要旨はあらかじめ「長野日報J(1 1月2日号)に掲

げている。日く、

日本における鷹法の本流は諏訪にある。例えば、

宮内庁に伝えられてきた鷹法も諏訪流で、あったo

そしてそれは、長く狩猟の神として信仰されてき

た諏謝申と深くかかわるもので、その狩祭りは多

くの鷹飼が参加して営まれてきた。しかもその中

心となったのが、諏訪社大祝の一族で、あった東信

の祢津氏で、あった。

その鷹狩りは、古くは「小鳥狩り」と称され、

いたずらに獲物を取ることだけに目的があった

のではなく、それは聖なる小鳥を通して、人々の

魂の復活を志すものと説かれている。したがって、

これに参じた祢津氏の職掌も、鷹法をよくするの

みではなく、人々の幸せを将来する呪法を駆使す

ることで、もあった。

この講演では、「日光山縁起jや「諏訪縁起」

などを通して、鷹飼としづ職掌の文化的意義を考

え、滋野三家、祢津氏の出自などをあげ、その職

掌の聖性を紹介する。
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と書く。

二、三の質問があり、その中に東信の東御市教育委

員会・主査の山内智晴氏がおられた。聞くと、鷹に魅

せられての参加であるが、祢津の隣の海野の出自との

こと。翌日、山内氏の勧めにしたがって、東御市を訪

ねる。まず山内氏の海野に赴き、海野氏の祖神をj記る

白J鳥神社を詣でると、そこに祢津の長岡克衛氏をみる。

山内氏から連絡があったとて、四十五年ぶりの再会と

なる。この長岡氏は、柳田国男氏の勧めにしたがって、

祢津の「ののいちJによって、いわゆる語織の実態

を究明された方で、あった。ちなみに拙稿「信州滋野氏

と亙祝唱導-甲賀三郎誇の管理者をめぐってー(上)・

(下)J (~日本民俗学会報~ 30号、 31号、昭和38

年10月、同年12月)は、この長岡氏を先達として

成ったものと言える。が、当時は中学校の教諭であら

れたが、今は教育長を経て、東御市の市史編纂委員長

を務めておられた。

その長岡氏の案内で、海野から隣りの祢津に赴き、

祢津氏の祖神を記る四宮神社に詣り、その裏山に狩祭

りの御射山のあとをみる。さらにその奥の烏帽子岳・

湯ノ丸山の南麓に、祢津氏領の新張牧跡を訪ね、一転

して、千曲川を越え、望月の御牧ヶ原に入って、そこ

に点在した「とや原」を歩く。ちなみに l鳥島jとは
鷹を飼った鳥小屋の謂いである。そしてわれわれは、

かつてはその「とや原jに存した、望月氏の祖神を把

る両羽神社を拝して、滋野三家の海野・祢津・望月氏

は、馬飼をよくする職掌ゆえに、武勇に秀で、鷹飼を

よくするゆえに、神に通じるわざをもbていたこと、
そしてそれぞれの祖神も、その職掌と深くかかわるこ

とを確認したので、あった。

さて第二回の放鷹文化講演会は、平成21年11月

14日、「御11家康公と廟守Jと題して、静岡市駒守域

社で開催された。詳しく紹介する紙面はないが、実演・

講演には延べ四百名の参加があった。会の終了後の懇

親会で、向いに座った諏訪流の宗家・回寵善次郎氏に、

おそるおそる放鷹に笛を用いたかどうかを尋ねる。と、

「昔は鷹を呼ぶのに使っていた。その証拠に、それぞ

れの笛には、 農の名が記されていた」と答えられる。

わたしは思わず膝を打つ。鷹飼・祢津氏が記る祖神・

貞保親王は、管弦の上手であるが、特に笛の名手とし

て知られた方で、あったo そしてわたくしには、その貞

保親王の残されたと伝える名笛が祢津の四宮神社に蔵

されていたのを見ている。

鷹匠の方々から聞くべきことは沢山ある。その口伝

が大事だ。ちなみに公家・地下ともに伝わる鷹書も口

伝に属するもので、あった。

(立制官大学名誉教授)
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第 58回研究例会シンポジウム

r[f'再言舌』論の射程」

日本口承文芸学会第 58回シンポジウム r~再話』論

の射程jは、 2009年11月7日、園郭完大皐渋谷

キャンパス1号官官で行われた。

コーディネートと司会の重信幸彦氏の「問題提起j

に続き、米屋陽一氏、藤久真菜氏の報告が続いた。

口承文芸が口伝えの〈口承)の領域に殻吉した荷主

ではなく、活字等に記された伝承、いわゆる(書承)

との聞を往還し、互いに関連しあって成長し、変容し

ていくものであることは指摘されて久しい。しかしそ

の往還のありょう、伝承の動態についての分析は進展

しているとはいいがたかった。

例会ではこの(口承)と(書承〉の往還を、二項対

立的に捕らえるのではなく、また「メディアJという

暖昧なものいいに必要以上にとらわれることなく、実

態的に捕らえなおすために、昔話や偏見の文芸化で、あ

る「再話jを補助線として考える試みが行われた。

まず藤久真菜氏が「再話と採話→謎は揺れる-J

として、声を聞き取り、書くといういとなみに不可避

に相主する、根源的な「揺れjについて報告した。

藤久氏は、ことばによって語られたものを正確に記

録した「採話j と、そのま緑を元に書き直された再創

造された「再話j という捕らえ方は二項対立に過ぎる

と指摘、複数の機会や聞き手に記された同ーの話者の

昔話を比較することから、ひとりひとりの話者の中で

もととぼや言謎には揺れがあり、聞き手や記述者によ

ってもそうした揺れが起きることを確認し、「採話」と

いえども均質ではないことから、「採話Jと「再話Jが

地続きであることを示した。

続いて米屋陽一氏は rr再話」論の射干呈一再話・再話
史(略史)を考える-Jとして、明治期以降の〈書か

れたもの〉と信吉されたもの〉の関係を整理した。児

童向けの再話の本流が、口演童話と結びついた巌谷小

波の「お伽噺jから、木下)1慎ニキ坪田譲治や大川悦生、

松田みよ子らの、関谷学の成果を反映した「再話昔話j

や「民話風創作Jへと移ってゆく経緯や、 1950年

代に未来社「民詞や「児童文学J誌上で再話論が熱

く議論されていたことなどを明らかとした。

両パネリストの報告を受け、フロアからも活発に発

言があった。そのいずれも、口承文芸を現場での(声〉

にのみ限定する視座を乗り越え、(声〉は常に書かれた

ものや、ラジオ・テレビ・レコード・ CD等の音声メ

ディア(広義の書承)との往還のうえに成り立ってい

たとの立場をとっていたように思われる。

今回の例会シンポジウムが口承文芸研究のいま・こ

こを再確認し、今後の学問の進主?ペき方向に有益な示

唆を与えたものと思われる。(文責・編集担当)
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;昔話の本文 textをどこに求めるか

一一第58回研究例会シンポジウム

rlJ再話』論の射程』参加記ー

震霊田崎:生

今回のシンポジウムに興味を持った理由は、かねて

より最近の口承文芸研究が世間話キ都市伝説の研究に

著しく傾斜しており、従来からの伝統的な昔話研究か

ら需針し、拡散し続けているのではないか、という印象

を持っていたことがある。もう少し言えば、これから

の昔話研究はどうありうるのヵ、国文学研究の立場に

引き寄せて云えば、対象に据えるべき昔話の本文text

は、いったいどこに求められ石のか、としづ問題はな

お残されていると感じていたからである。

会の冒頭に司会者として問題提起をされた重信幸彦

氏は、口承文芸学会では近時、 media(道具)とし、う概

念を論じてきたが、今回敢えて「再話Jという概念を

持ち出した理由を、口承とそれ以外の資料との関係、を

ダイナミックに論じるためである、と説かれた。そこ

には「口承のふくらみJともいうべき可能性を考え、

この方法の射程醐住を考える意図があるとされた。そ

して、論点として特に (1)r書承と口承Jは二項対立
的には捉えがたく、もっと複雑な関係にあるのではな

いか、 (2)口承研究の現場において「聞き取りjとい

う作業とは何か、という問題を挙げでいる。

まず、藤久真菜氏は昔話の「再話と採話jの問題を

論じられた。同一の語り手でも、聴き手・採話者の違

いによって言及Eに「揺れ」のあるニとを指摘し、「採話」
が「厳密Jr正確Jなものかどうかを問う。すなわち「判
断付朝むの介在する余地のあることを疑う。

次に米屋陽一氏は、文体を手がかりとして、詳細な

資料とともに「昔話の再話史Jと題する年表を提出さ

れた。これは江戸期から現代に至るまで、上段に「音

声言語による再話J、中段に「文字・音声言語・映像に

よる再言白、 半段に「文字言語による再話'J(文字言語

=再話という層と、再話文学という層)という関係を、

歴史的に示したものである。私は、米屋氏が昔話を「書

承と口承jの関係を対立的に捉えるのではなく、中段

のような媒介項を設定し、重層的に捉えるとともに、

歴史的に一望すべく整理しようとされたことに敬意を

表する。

会場で交わされた活発な議論の中で、印象深く感じ

た問題を幾っか挙げると、米屋氏は、文字資料とは何

かという視長から、伝統的な語り手の語りが、ここに

いう「再話Jに当るか否かを間われた。そして、柳田

国男のいう「変化部分Jと「保存部分Jとの関係を問

い直す必要を説かれた。また野村典彦氏は、岩倉市郎

の再話を関敬吾が短く刈り取ることによって逆に豊か

にしえた、と異なる視点を示された。また、小堀光夫

氏は、今回の再話の問題が、野村純一氏の提起された

「見えないテキストJとどう関わるのかを関われた。

さらに、米屋氏は「聴き手の質が悪いときJには、語

り手は「筋話(すじぱなし)しかしなしリ、すなわち「語

りを楽しむという姿勢がないと、テープを起こしたと

きに、おのずと違しが生じるJと説かれた。これらの

いずれもが、今後の昔話研究の方向性を示唆する貴重

な指摘であると感じた。

考えてみれば、もともと昔話は、語りが表現として

はー図的であるが、同時に、何度でも繰り返して語る

ことのできるという属性を持つ。すなわち、議論され

た「揺れJにも層があるのではないか。北話の語りは、

聴き手がわが孫・子ではなく、旅人に対しては説明的、

解釈的な異同が生じることは、経験的にも知られる。

昔話記録の中に方言と共通語との双方が相主するとし、

うことは、採話する記録者の言謎態度の違いを言う前

に、語り手が他所者に対しては、根生いの方言ではな

く共通語を用いる傾向のあることを言わなくてはなら

ない。会場で活発な議論を拝聴しながら私は、結局の

ところ、昔話の採録としての再話とは、一回きりの語

りとして採話した記録を、まずは一回的な本文 text

として考察の対象に据えると同時に、一回的な本文を

支える語りの構成的な原理をも復元しなければならな

いと考え廻らした。

いずれにしても、今回最も感銘を受けたことは、重

信氏が述べられたことであるが、安易に「現前Jとか

月|用j といった最近流行の概念を援用するので、はな

く、「再話」を関谷学「自前の概念Jとして再検討する

必要がある、とされたことである。研究史を内側から

越えるために、借り物に頼るのではなく、従来から用

いてきた方法的概念の検討を深めることが不可欠であ

るということを、改めて噛みしめる機会で、あった。

(大関守)

【当日は、貴重な戦前の絵本も含まれた、米屋氏の

昔話絵本コレクションも展示されました】
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ロシアのフィールドから

斎藤君子

ロシア民族とシベリア少すま民族のフォークロアに携

わるようになってから、語り手を訪ね語りの場に身を

置くことがわたしの夢となった。その夢が叶ったのは

199 1年の夏のことである。ゴルバチョフによるペ

レストロイカ(世直し)のおかげである。最初のフィ

ールドワークの地はサハリン島(旧樺太)で、ニヴフ

やエヴェンキの人たちから生の語りを聴かせてもらう

ことができた。その後、人聞が生活しているところで

は地球上で、もっとも寒いヤクート(現在のサノ¥)共和

国をはじめ、ヨーロッパ・ロシアの北の寒村、アムー

ル河読誠のナーナイ人集落などを訪ね、土地の人たち

からいろいろな話を聴かせてもらった。

英雄叙事詩や昔話を聴けたときの喜びはもちろん大

きいが、さりげない会話の中で耳にしたことや、イン

フォーマントのちょっとした行為が意外にあとあとま

で心に残ることが多い。食文化についても書物からは

得られない体験をすることがある。サハリン最北の海

岸に小屋掛けし、魚を捕って年金生活をしている二人

のニヴフ人おばあさんを訪ね、捕れたばかりのカルー

ガ(チョウザメの一種〉をごちそうになったときもそ

うだった。カルーガをサク状に切ったものを何度も何

度もネットで、こすって余分な脂分をていねいに洗い流

し、それをさらに細かく刻んで生で食べた。調味料は

湯で溶いた塩である。北方民族はかつては塩を知らな

かったはずなので¥「塩がなかった時代の味付けはどう

したので、すかJと尋ねると、「制てを焼いた灰に湯を注

ぎ、その上澄みj夜をつけて食べたJという答えが返っ

てきた。塩がなくても塩水は作れるのだと感心したこ

とを覚えてい手。

ニヴフが熊祭りのようなたいせつな祭りのときに作

るモスという料理との出会いは強烈だ、った。モスはた

いへん手間のかかる料理だが、わたしはかねての好奇

心から、ガイド役のガーリャさんに「モスを是非食べ

たいJと厚かましいお願いをしておいた。すると彼女

の親類の女性が一日がかりで、作ってくださった。鮭の

皮を剥いで油に浸けたものを桶ですりつぶし、ドロド

ロになったところへアザラシの脂を加え、さらにコケ

モモやガンコウランの実、ユリ根などを混ぜ合わせて

しばらくねかせる。コラーゲ、ンが固まってゼ、リー状に

なれば、モスの出来上がりである。期待に胸踊らせて

いるわたしの前へっし、にモスが運ばれてきた。伝統的

な木彫りをほどこした木鉢にぷるんとしたゼリーがの

り、ガンコウランの黒い実が透けて見える。「おお、こ

れだけと喜んだところまで、は良かったが、ゼリーを

すくって口に近づけたとたん、わたしは「ウッ!Jと

口を閉ざした。アザ、ラシの脂の独得の臭いが鼻をっき、

わたしの意思とは無関係に体が受け付けを拒否してし

まったらしい。あのときはあふれそうになる涙を必死

に抑えこみ、のみこむようにして頂戴し丸

サハ共和国のコルイマ河下流域で、トナカイ飼育をし

ている人たちのところで目にした光景には新鮮な驚き

を覚えた。ここの男たちはトナカイ飼育の傍ら、川や

沼で魚を捕ったり、カモなどの渡り鳥や野生トナカイ

を捕り、氷室に蓄える。その氷室を見せてくれるとい

うので、永久凍土に掘られた竪穴を下りた。真夏にも

かかわらずび、っしり氷が張りついている階段を手すり

につかままりながら穴の底に下り立つどそこから奥

へ横穴が延びている。この横穴が天然の氷室である。

広さはちょうど電車-輔分ほどある。壁一面がまるで

宝石をちりばめらたようにキラキラ輝き、異界にまぎ

れこんだようだ。足元には野生トナカイの肉やカワカ

マスなどの魚がカチカチに凍った状態で無造作にころ

がっている。壁際には大きな麻袋が二つ立てかけられ

ていて、中をのぞきこむと鳥がびっしり詰め込まれて

いる。カモなどの渡り鳥を仕留め、蓄えているのた

この共同体で牧童頭を務めていたタターエフさんの

奥さんは、幼い時にまるで英雄叙事詩の主人公のよう

な体験をしている。彼女がわずか二歳のとき、父親が

狩猟に出た留守に母親が急死した。彼女は死んだ母親

のおっぱいをしゃぶっているところを、たまたま通り

かかった見却らぬ人に発見され、その人の家へ引き取

られた。実父がやっと彼女を探し当てたときには、彼

女は七歳になっていたという。彼女は学校には二年間

通っただ、けで、あとはツンドラを遊牧する生活を送っ

てきた。三人の子はいずれもツンドラのテントの中で

出産した。当時彼女は64歳史、ったが、すでに歯が一

本もなかった。「ツンドラで歯が痛くなったらどうする

のjと尋ねると、「抜いてしまうJと言って笑ったo ツ

ンドラで生きていくということはそういうことなのだ

と改めて，思った。ツンドラの自然は豊かであると同時

に、かくも厳しし、

当時、女一人で、牧童たちといっしょに遊牧し、毎日

の料理はもちろんのこと、 トナカイの解体から服ヰ明t

の縫製まで、女の仕事すべてをこなしていたのは、1935

年生まれのマリヤさんだ、った。彼女は生まれてからず

っと遊牧生活を送ってきた人で、学校教育は受けてい

ない。夕食のあと、彼女は自分が即興で、作った持情歌

を二曲披露してくれた。「天気が良くて心ははれやカ出

満たされた思いでトナカイの群を追う。あたりにはだ

れ一人いず、なんですばらしい!J彼女はそううたい、

ツンドラを讃えた。

(埼玉県)
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浜を歩き、船に乗る

川島秀一

自分の住んでいる土地(宮城県気仙沼市)を遠く荷針L、

全国の漁村を訪れて漁師たちに会い、話を聞くように

なったのは、ほかでもなし九気仙沼地方の持品市たちが、

私の聞いたことのない地名を口に出して、懐かしそう

に語ったからである。

たとえばカツオ一本釣りの漁』市が語るシュクタソは、

最初はどこを指しているのかわからなかった。よく聞

けば、それは三重県の南伊勢町の宿と田曽浦を併せた

通称で、あった。もちろん、カツオ漁の基地である。

彼らの空間的な感覚を捉えたいと思い立ち、カツオ

漁の基地を歩き始めたが、今度は「宮城県から来たJ

と告げれば、「気仙沼か?Jと切り返されるような、向

こうの漁師たちの「気仙沼Jに対する反応に出会うこ

とになった。青年のころにカツオ船に乗った彼らにと

って、「気仙沼Jは懐かしい響きをもった地名であり、

彼らは当時どのように感じとっていただろうか、とい

うことが次の関心となった。彼らを迎え入れていた時

代の気仙沼とは、活況を呈していたころであり、私の

少年時代と重なって様々と思い起こしてくれたからで

ある。

三畠県志摩町の和具ぺ子ったときは、わざわざ私を

訊ねてきた人がいた。聞けば、気仙活から嫁いで、きた

女性であるという。夫はカツオ船の漁師で、あった。尾

鷲市の古?工や熊野市の二木島では、私の同級生の父親

たちと懇意にしている漁師さんにも出会った。

このカツオ漁の漁師たちのネットワークに乗ること

で、聞書き調査はどんどん進んで、いった。高知県黒潮

町佐賀の漁師さんは、自分がいただいた年賀状を私に

取り出してきで、ここぺ子ったらこの者を訊ねてみよ

と、全国の知り合いの漁師さんを教えてくれた。

漁船が動力化した後の、カツオ漁のような近海の漁

船は、魚を獲るという操業の場としてだけではなく、

主に列島の太平洋岸の、多くの人間やその文化を運ぶ

役割を果たした。世間話や珍しい食物、調理法なども、

ていねいに調べていけば、カツオ船などの涜掛を通し

て始めて到来したものが、いくらでも出てくる。それ

は近世の日本海における北前船と同様の位置であると

も思われるが、現代の、東京射て阪を中心に捌線状

に張りめぐらされた陸上中心の交通体系からは、非常

に見えにくくなった世界で、もある。

その実際のカツオ船には、短い時間しか乗船できな

かったが、海からオカ(闘を望む体験だけは可能なか

ぎり、神掛以外を利用して試みてみた。今では廃止さ

れた、土佐清水から甲浦まで、のフェリーに乗ったとき

は、海から見た足摺岬左室戸岬に、海辺聖地を重ねる

ことができた。佐田岬の三崎から佐賀関へ、八幡浜か

ら日中午¥宿毛から佐伯へと、四国から九州へは船で

渡ったことも多い。

さらに、漁船のもつ「伝承の場」としての役割は近

海の漁船に留まらな川沿岸の漁で、あっても、集団漁

であるかぎり、そこには魚を獲るとしづ時間だけでな

く、漁師たちの交流によって育まれる世界が成立して

いる。

私たちオカの者は、漁業の写真や映像のみに影響さ

れ、魚を捕るときの敏速さや豪快さだけが心に植えつ

けられているが、実際は魚群を発見するまでの、ゆっ

たりとした時間のほヲがはるかに長い。漁師の頭の中

は、魚をどのように見つけるか考えめく}らしていると

きではあるが、このような、たゆたうような時間の中

でさまざまな話も出てくる。

それは漁のことに限らず、漁師たちが現代の社会を

どう捉えているか、あるいは護岸工事iこよる環境の変
化に対し、または生死の問題に対し、どのように向き

合っているかが、簡潔な表現を通して思い知らされる

ときがある。

近海の漁掛のように、各地の漁師たちが同乗してい

るわけではないが、「魚を獲る」という第一目的を離れ

た人間の交流の場として捉えることは、「漁村Jとか「漁

業Jとか「漁師Jという言葉をーから考え直す上で重

要であり、船上で耳ざとくしておくべき事柄と思われ

る。(宮城県)

川 とい うフィールドから

遺志保
. . . ..司・........-............・・・・・ー・..........・・・・・・・・・・・・・・・・................-........・・...........・..・・・・・・・・・・..ーー・・.

2008年4月より豊田市矢作川研究所の研究員と

して新たなフィールドを楽しんでいる。矢作川は長野

県・岐阜県・愛知県を流れて三河湾に注ぐ、本川の長

さ11 8kmの一級河川である。上流から中流には流域

面積(1830kn1)の約7割にあたる森林が広がるが、

中流から下流にかけては一大農業・工業地帯が広がり、

7つのダムがある。

1994年、この矢作川中流域に位置する豊田市に、

「よく利用され、なお美しい矢作川jの創造を目指し

て枝下用水土地改良区(現差田封也改良区)・矢作川漁

業協同組合・豊田市役所による第三セクタ一方犬で矢

作川研究所が設立された (2003年に豊田市の行政

高島哉に編入)。矢作川流域の生物や川の利用の科学的 ・

歴史的調査研究、流域情報の公開、流域環境の保全に

関わる諸国体の連携サポートを軸に活動するこの研究

所の研究員は専門がそれぞれ違う。昆虫、植生、魚類、
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水生生物、藻類を専門とする仲間とともに人文担当の

私が机を並べている。おかげでこれまで常識としてい

たことが随分と分野によって違うことを知った。

時折は数名で組んでフィールドワークに出かけてい

くこともある。私が聞き取りの相手に事前に連絡を取

っている聞に、彼らは天候と前日の雨量とに注意を払

い、調査萱具を車に詰め込む。矢作川をさカのぼり県

境近くまで行くと、豊田市内の方たちがかつての川と

懐かしむような、 ダムの影響を受けなしリ11が今もそこ

にある。

支流の合流地点を目印に車を止め、その日の調査地

点とした。早速、水生生物を追う人は胴長を履き、川

の中ごろまで機械を持ちこんで水温を図る。藻類を追

う人も同様に川に入り、)11底の石に付着している藻類

の採取のために適当な石を拾い上げ、あらかじめ用意

した枠を石にあてて、歯ブラシで藻類をこそげとり容

器に納める。鮎の生態を追う人はウェットスーツに身

をかためて川底の石についたハミアト(アユの食べ跡)

を探しにくまなく川|を泳いで回る。いずれも吉田設はす

ぐさま川岸に置いた防水ノートに書き込んでいく。

私は彼らを川に置いて、合流地点の傍に暮らすSさ

ん宅に向かう。何度かお邪魔したその家で、今日は他

の研究員が川にいることを告げる。水温を測り、鮎の

ことを調べているのだと説明すると、「手前の川はあっ

たかいでしょう。向こうの川は冷たいでしょうJと即

答された。川l乙水温計を入れて細かな数値をとらなく

ても、彼女たちは長年その温度差を経験してきでいる

ので、あった。他の分野の人と巡る調査の面白さは、そ

のデータをどこから取るかにも見えてくる。

さて、この矢作川研知庁の研究成果のひとつとして、

既に矢作川漁業協同組合編『環境漁協宣言J](2003

年、即刻i)によって矢作)11の水質を守り続けた漁業

史が明らかにされている。私が研究員となり、現在5

年計画で、取り組んでいるのが矢作川を水源し、水量確

保に奔走した枝下(しだれ)用水史である。

明治時代、 材 開11刊五に明治用水ができると、自分

たちも用水をと望む声が高まったが、土地の起伏が激

しく川よりも土地が高い地域に用水を引くのは困難な

工事で、あった。それでも各地域の人々の熱心な働き掛

けが県や地域内外の多くの人を動かし、明治27年に

は現在の枝下用水の原型が整った。しかし矢作川の水

争いはなおも続き、枝下用水事件と称された時もあっ

た。この枝下用水が間もなく 120年を迎える。

この用水史にまつわる様々な口承については、今後

調査を重ね報告の機会を持っていきたいと考えている。

一地方の用水の歴史が決してその地方にとどまらない、

そこから日本の近代が見えてくるという実感は、これ

まで体験したこ土のなかった、川というフィールドが

教えてくれた楽しさである。

校下用水120年史編集委員会「枝下用水日記」

http://blog.goo.ne.jp/shidareyousui 

(愛知県)

石垣島川平の儀礼調査

一一ことばを聞く・ことばをめぐり聞くー

薄井真代
・ーーーー ・ーーーーーー...........-...........-.・ ・・・・・・・・'"・..，・ーーー・ーーーーーーーー・・・・・ー・ー....ー・ー-.・・・・・ーー・・ー・・・・ー・・・・・・・・.-.......ーーー・・ー・・・.....・・ー・..........

川平の儀礼のにとばの世界J

書物を通して野持者島の口承文化に憧れJ南西端の
八重山諸島で調査を始め、石垣島川平において、集落

単位の農耕儀礼で発せられること時歌・唱え言・発

話ーの調査を続けてし、る。初めての川平調査で、「マユ

ンガナシ」が新年を予祝する唱え言「カシフツ」を聞

いた。それまでは、来訪柑義礼における神として著名

なマユンガナシと、神のことばとしてのカンフツの存

在のみが、文献から頭に焼き付いていたのだが、マユ

ンガナシが来訪する場を実見すると、この儀礼を成立

させるうえで、はマユンガナシを迎え、カンフツを聞く

人々のはたらきが不可欠であることが分かり、とくに

カンフツを聞く当主が、カンフツについて有する知識

をふまえてマユンガナシに応対することに強い印象を

受けた。この経験により、発せられたことばを受け止

める人々の知識や背景も含むJII平の儀礼をめぐる「こ
とばの世界jの相生をおぼろげながら感じた。以後、

川平の様々な立場の人々が儀礼において担う歌・唱え

言・発話へと対象を拡げながら、個々のことばの実践、

それを支える知識ヰ観念、それらの集落における偏在

と遍在のあり様を少しずつ探り、 10年になろうとす

る。

ことばを聞くために

担い手の背景を含めて、}11平の儀礼におけることば

の全体像を探ろうとするのだが、神への畏れをもって

執り行なわれる儀礼の調査には、制約も少なくない。

そのうえ、私が短期滞在を繰り返す調査方法をとって

いる。そこで、得られた断片的な事柄をつなぎ合わせる

ようにして対象を考察する点は、調査開始時から現在

まで変わらない。今日までに長じた所があるとすれば、

どういった儀ネしのど、のようなことばであれば耳にする

ことができるか、見当をつけられるようになってきた

ということだろう。自分が聞き得ることばの見当をつ

け、それを聞いてよし、かどうか、人々にたずね、許さ

れれば聞く。許されないことはしない。こうして、儀

礼におけることばを聞く経験を少しずつ重ねてきた。

見当をはずし続けて、調査期間中一度も儀礼の場に

近付けなかったこともある。その頃は、いつかことば
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を聞き取り、瑚卒することを目指して、川平方言の単

語と文法の勉強に日々励んでいた。当時は本で勉強し

た事柄を川平で確かめていたが、儀礼における様々な

ことばを聞くようになった今日は、}11平で聞き、知っ

たことばに基づいて、単語や文法について学ぶことが

多川

ことばをめぐり聞くなかで

儀礼におけることばを担い手の背景とともに捉える

ために、儀礼の場でことばを聞き取ることに加え、儀

礼の場以外で、ことばの習得や実践にまつわる事柄を

人々に様々にたずねている。ただ、女'f1:t申役「ツカサJ
の唱え言「カンフツJに限つては、ことばそのものを

耳にすることができないため、ことばをめぐりたずね

る方法による考察が主になる。 }II平の儀礼におけるこ

とばのなかで、も、人から神に言語上の意味を伝える唯

一の媒体であり、川平におけ右祈願行為の核心と言え

るツカサのカンフツは、ツカサから神のみに向けて、

しばしば一般の儀礼参加者からは遠い場所で、きわめ

て小さな声で唱えられる。集落の4人のツカサの間で

文言と意味の共通化がはかられているが、それ以外の

人々には一切聞き知られないような、習得と実践の仕

組みをそなえるこのことばを考察するためには、カン

ブツが唱えられる様子を遠くから垣間見、このことば

をめぐりツカサに聞くほかないのである。

ある時、儀礼の場で、ツカサがカンフツ以外にも、

短し咋庁りのことばを神にしばしばかけているようであ

ることに気付いた。それは何なのか、儀礼終了後にツ

カサにたずねてみると、神に儀礼の細かな筋品を報告

しているとのことだったo そのように一つ一つことば

で伝えなければ、神は儀礼の場で、起こっていることを

把握できない一「ことばで言わないと、神さまは何も

分からない」ーこの説明によって、ことばを主要な手

段として神に相対するツカサの、神の認識について、

格段に具榊句に捉えられるようになった。この神認識

は、}11平の儀礼と儀礼におけることば全般を考察する

うえでも示唆的である。

限られた中で手がかりを得るために、何気なく見え

る事柄にっし4ても、ーから聞いている。その試みの一
つにより、対象とするにとばの世界Jの感触に、不

意に出会った瞬間だった。

榊奈川県)

雑賀貞次郎と南方熊楠

一一「南方民俗学』の学史再検討一一

広川英一郎

来蹟貞次郎と最初に出会ったのは真夏の暑い日で、

新宿京王百貨庖の古書市で、あった。あまりにボロボロ

だ、ったので、なんとなく手に取ったのが郷土研究社の炉

辺叢書から出された『牟婁口碑集』としづ菊版の一冊

で、昭和2年の刊である。前書きを見ると、雑賀は南

方熊楠の勧めにより本書を著したとしづ。南方には植

物学における弟子が幾人的拘主したがJ関谷学方面に

関しては唯一人といえるのが幸蹟貞次郎である。現在

刊行されてしも南方の全集は膨大な量の溜高砂績が

整理し、一日二万字と言われる量の清書を行ったもの

が基礎となっているo ~牟婁口石牢集』段、当時のものと
しては見事に「民俗官jである。来蹟の書いた記事に

続けて南方の記事が付記という形で明確に区別されて

載せられており、総じて現在的な氏俗事象を文脈雨哉

を以て歴史的に遡源してゆく研究方法に問題点が看て

取れる。もう一つ、同書の口絵には何故か地元の古利

出土という古瓦が載せられているが、これは柳田や南

方が稿を寄せていた早い時期の『東京人類学雑誌』に

代表されるような、考古学、言語学、形質人類学、文

化人類学、民俗学等が未分化で、あった時期の広汎な意

味での「人類学j的な問題意識があるだろう。

南方熊楠が幸蹟貞次郎という協力者を通して、これ

ほど明確に民俗学的な実践を行っていたとしづ事実は

種躍的だった。平凡柾飯全集の別巻ーには雑賀が『牟

婁口碑集』執筆に際して南方から受けた薫陶を伺い知

れる書簡が収録されており、南方の学問的な方針がは

っきりと現れているのである。現在のところ、南方熊

楠としづ人物は何を成した人物なのか、実はまだまだ

良く分かっていない。殊に彼の民俗学的な取り組みに

限って言えば、学史的な位置付けは具体的には裏付け

られておらず、評価も定っていないという研究状況の

中で、雑賀貞次郎を通して明確に読み取ることが出来

る南方の研究実践の在り方は、南方の著作だけを読ん

でいても測り得ない、極めて重要なものと言える。

南方や雑賀の活動した和歌山県田辺市の市立図書館

や、和歌山県立図書館には二十冊を超える来績の著書

が遺されている。『牟婁口碑集』以降も雑賀は地域研究

を進め、精力的に地元で著作を続けていたようである。

奈佐賀自身の研究難賓の言判面はさておき、これに南方が

どの程度影響しているかという点に付いて重要になっ

て来るのは、前述の全集所載のような書簡資料である。

雑賀と南方の往復書簡は残念ながら雑賀の没後にまと

めで流出してしまったという が、幸いな事に田辺市

ゥ，，



の旧南方邸に資料館を併設した南方熊楠顕彰館には、

それでも多数の書簡が保存されており、公開されてい

る。書簡類は現在、読解中であるが、内容はどちらか

と言うと南方が奈佐賀に何か尋ねる事の方が多く、俳人

で、もあった雑賀に歌語の事を質問したり、気になった

史蹟や習俗を実地に見に行かせたりしているようであ

る。南方繍有顕彰館には他にも中道等、中山太郎とし 1

った民俗学者との書簡も多数保存されている。また、

資料は殆ど遣されていないが館に残る南方の日記によ

れば、折口信夫とも多年に渡って相当数の書簡を遣り

取りしていたようである。

これらの関谷学者関係の資料内容に関する研究は、

驚くほどに手つかずである。前述のように、南方の知

の営みにおいて、今日で言う日本関谷学がまだ掲示化

の時代の幅広さを持った地域研究へのまなざしがあっ

た。そのように今日的な分類の範鷹では測りきれない、

名称の付けがたい研究領域を考える上で重要となって

くるのは、人的交流の上に立ち現れてくる学問的な問

題意識だろう。この点においては従来の南方研究では

進められて来なかった領域で、あり、尉谷学プロパーの

研究者が取り組むことの無かった重要なテーマで、あるo

雑賀貞次郎というフィールドの魅力は、この未開拓の

広大な領域と、そこへと至るためのヒントに満ちあふ

れている点にある。

なお、平成21年度の田辺市(和歌山県)と南方熊

楠顕彰会による南方熊楠研究奨励事業の若年者向け助

成研究に筆者の「南方熊楠の研究交流に関する研究-

雑賀貞次郎を中心として-Jが採用された事を付記し

ておく。(耳窃諸問

「伝えjでは、フィールドからの雑感・4報告

や、研究会活動の総括、博防館における企画展示

活動、大学や研究会における講演会・シンポジウ

ム、ご著書・報告書の刊行など、会員の活動情報

を広く募奨いたします。

にいま向き合っているフィールドや事例を相

互に発信しあい、より豊かな学関空間を作ってい

きたいと思います。

お気軽に[伝えJ編集委員、もしくは学会事務

局までご連絡ください。

「伝えj編集委員 飯倉義之

ekura1127s北町a勘ah∞.co.jp

|出版動向・企画展剖

【企画展示報告】

主子言平だっTニ青森の妖怪展

佐々木達司

~ー・一.................................・.......................__..ー“一・ーー・・・ー・・・・・・・・・・・・・・・・ー..........ーー・・・・・・・ーー・・ー・・・ー・・ーー・・・・・

特別展「妖怪展-神・もののけ・祈りーJが、青森

県立郷卦官で2009年8月28日から 10月12日

まで開催された。私が見学した2固とも、子ども連れ

の家族や中高生、高齢者など大勢の人で、賑わっていた。

6対4で女性の瑚者が多かったというド である。

東北大朝5付属図書館狩野文庫・国立歴史民俗博物館

の所蔵品が主だ、ったが、青森県内からも数々の出陳が

あった。八戸南部家旧蔵の人魚のミイラ ・天狗のミイ

ラ(八戸市博槻臓〉を熱心に見入っtいる家族連れ
がいた。津軽で最初に和られた河童の神様・水虎様像

俣相寺脇や鬼面(鬼神初首むなど、ふだんは見る

ことのできないもの、幽霊画・断首図といった鬼気迫

るものもあったo

東~t7て蔵の『百鬼夜行~ W姫園山海側『画図百鬼夜

行』、歴博蔵の『御存知じの化物，~ r錦絵妖怪づくしj
などが目を引いた。なかでも『稲生物怪録』は4種類

が出展されており、平田篤j青!編と阿部本系統と見られ

る2冊は歴博蔵、府首生妖怪語』の題がつけられている

東北ブて蔵、地元の画家平尾魯仙によるもの(弘前市立

博物館蔵がある。これは平田篤胤本(文章のみ)に

より、原文の意を汲み描いたもので明治18年(1885)

に完成した。会場にしつらえられた庵の中で、魯仙の

『稲生物怪剥がスライド上映されていた。梅雨の日

に暇をもてあました2人の武士が、百物語を語るとい

う設定で怪異が展開されていく。魯仙の怪異を扱った

著作、『幽月読宿命~ r異物図絵.~ r谷の響~~ W-合浦奇語』

も出展された。

千葉県の医師で『津軽口碑集』を著した、内田邦彦

のコレクション「画本西遊己百鬼夜行之図Jr百鬼夜興
化物評半lJdi己，J(歴博蔵)も公開された。戦後に制作され
た県出身の版画家関野準一郎の『幽霊の書:jIW雨月物語』

や、地元弘前のお化けを守る会の会誌『妖しきめるへ

ん』もあった。

会期中2回にわたり記念講演会が行われた。講師は

いずれも本学会員である。

「ぐ|歪異〉の名付け一場所の記憶と経験-J山田厳子

さん (8月30日)は、まず、停車すると列車料頃き

身体が斜めになるとしづ茨城県佐貫駅での経験が、高

校生の間で「サヌキナナメj と名付けられたという事

例を紹介し、ある場所での感覚や経験が、名付けられ

ることにより集積化され、名付けの場を高針もることで、

-8-



「怪談」化してゆくとしづ道筋を、各地の事例を挙げ

ながら検証した。

「青森県の妖怪j佐々木達司 (9月13日)は、か

つてムラの夜は聞に包まれ妖|杢が政雇、子どものころ

は雷獣や河童が期生すると思っていたと語り、これま

で妖怪さとれてきた怪異について、古書や民俗調査に

もとづいて系統的に述べた。

予約制にも関わらず2固とも満席で、人々の妖怪に

ついての関心の高さがうかがわれた。

企画を担当した学芸員の小山隆秀さんは、次のよう

に語っている。

「全国画一の妖怪展にならないよう、郷土の身近な暮

らしのなかで伝承されてきたものを提示するように努

めた。力不足でどのように結実したかについてはわか

らないが、予想を越えた来館者数、遠方からもお出で

いただいたことに驚いている。展示をきっかけに、弘

前市立博物館蔵防8生物怪録』が、いままでにないタ
イプの写本として、全国の研究者から注目を浴びるよ

うになったのは虫喜しいことであるん

展示の一部や『百鬼夜行j]rr稲生物怪剣は、アーカ

イブスとしてホームページで見ることができる。(青森

県立郷卦官ニュース 妖怪展〉で検索するとよし冶

[青森県立郷卦官ニュース炊怪展紹介]

http://kyodokan.exblog.jp/11615935/ 

[青森県立郷土虫官ニュース 妖怪展解説(全5回)J
http://kyodokan.exblog.jp/i16 

(青森県)

【青森県立郷土館『妖怪展jポスター】

【出版報告】

手許に眠る資料

ー佐藤タミ・常光徹〈編)

『鳥海山麓のむかし話

佐藤タミの語り』一

常光徹
-...ー・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・ーーー・・ーーーー・ー・・・・・・ーーーーーーーーーーーーー...........-............-...ー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ーーーー

昨年8月に、秋田県横手而主住の黒沢せいこさんと

共編でE鳥海山麓のむかし話ー佐藤タミの語り-j](イ
ズミヤ出版)を出した。タミさんの語りを初めて聞い

たのは1972年(昭和47)の夏だhら、はや40
年近い歳月が流れたことになる。大学d研究会で行っ

た口承文芸調査の折に地元の人から紹介していただい

たのが最初の出会いだった。タミさんは目が不自由で

したが、身ぶりを交えた表現力豊かな体格的なむかし

語りは聞き手を魅了する独特の雰囲気があって、たち

まち話の世界にのめりこんで、いった。

タミさんは1902年(明治35)に鳥海村(現、

由利本荘市鳥海町)に生れている。「私の語るのは、た

いていはあ、まず、おばあさんから聞いたんだなあ」

と話すように、伝承する話の大部分は1858年(安

政5)生れの祖母のぶのから聞いたものである。ただ、

父親の仕事の関係で5歳のときに満州の長春(現在の

中国の東北部)に渡ったため、のぶのの語りに耳を傾

けるようになったのは、満州、|から帰ってきた13歳か

らだという。昔話を習得していく時期としては早いと

はいえないが、記憶力のよいタミさんはそれまでの空

白を取り戻すように吸収していったので、あろう。

その後、機会を得て4回ほど自宅におじゃまをして

数多くの昔話を聞かせていただいた。さっそく、タミ

さんの語りを紹介したいと思い原稿に起こし始めたが、

高知出身の私には言葉が正確に聞き取れない箇所が多

くて遅々として進まない。もともと怠惰な性格で根気

がないこともあって途中で、あきらめてしまったo その

後も何度か試みてはみたがいずれも失敗に終わり、手

許にはいつまで、も録音テープ。と調査ノートだけが残り、

せっかくのタミさんの語りは私のところに留まってい

た。それが、このたひ糠あって、タミさんのテープを

耳にした黒沢さんが原干高化してくれることになり 70

話ほどの昔話をまとめることができた。遅ればせなが

ら肩の荷がおりた感じで、ほっとしているが、黒沢さん

との出会いがなければそのままになっていたに違いな

い。実は、書斎で保管しているテープはほかにもある。

今、テープの劣化を防ぐ方策とともに、手許に眠る貴

重な話を生きた資料としてどう活用できるかを考えね

ばならない。(千葉県)
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